
 

受講される方には 

テキストを配布し、 

３回以上出席された 

方には修了証書を 

授与します。 
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開 講 講 座 一 覧 

主催：高知大学地域連携推進センター域学連携推進部門／共催：佐川町教育委員会 

申し込み日  各講座の前日まで（ 先着順 ） 

申し込み先  佐川町教育委員会（ TEL 0889-22-1110 ） 
 

※当日の参加も可能ですが、できるだけ事前にお申し込み下さい。 
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       （閉講式含む） 
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募集定員 

-各クラス- 

受講料 

地域振興 教 育 
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        （開講式含む） 

 

 

 

 

 
高知大学副学長・地域連携推進センター長 
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名教館 佐川町立文化センター 佐川町立文化センター 

 

佐川町立文化センター 

 

地質館 



講座題目・講師一覧 
 

開催日 時間 講座の内容と講師 

 

 

 

 

 

第 1 回 

9 月 30日 

（火） 

19:00～ 

 19:15 
開  講  式 

19:15 

～ 

20:45 

題目 
コラボによる商品開発と大学・研究機関との連携 

～その意義や効果について～ 
講師 受田 浩之 

【内容】高知県では産業振興計画の推進に伴い、農産物、水産物を活用した加工食品が次々と生み出されていま
す。魅力的な商品が認められるものの、市場に出回っている多くの商品と差別化していかなければ、売り上げを
伸ばすことはできません。本講座では、強みのある商品とは何か、どのようにしたら強みのある商品を創り出すこ
とができるのかを、いくつかの事例で説明していきます。さらに、実際の現場で強みのある商品を生み出す仕組み
として、食品産業の人材育成を目的にして実施している「土佐フードビジネスクリエーター人材創出事業（土佐
FBC）」の概略とその効果についてご紹介していきます。 
 

 

 

第 2 回 

10 月 7日 

（火） 

 

19:00 

～ 

20:30 

題目 子どもの視点からの子育て 講師 是永 かな子 

【内容】「何度言っても、言うことを聞かない」といらいらすることはありませんか？もしかしたら、大人は「言った」
と思っていても、子どもには「伝わっていない」のかもしれません。どうしたらいいのか分からない中で怒られてば
かりでは、子どもは意欲や自信を失っていきます。大人の「伝わらない」、子どもの「分からない」という悪循環を断
ち切るために、子どもの立場から、映像などを用いた具体例を通して、よりよい子育ての方法を一緒に考えてみま
しょう。 

 

 

第 3 回 

10月14日 

（火） 

 

19:00 

～ 

20:30 

題目 歩いてのばそう健康寿命 講師 幸 篤武 

【内容】かつてご長寿双子姉妹として一世を風靡した蟹江ぎんさん（満 108 歳没）は「人間は足から死ぬ」を信念
とされ、100 歳を超えても 1 日 30 分のお散歩を日課にしていました。一方、今の日本の高齢者をみると、仮に長寿
であったとしても、その晩年は寝たきり状態であることは決して珍しいことではありません。こういった実情を反映し
てか、中高齢者を対象としたとある調査では「あなたは長生きしたいと思いますか？」の問いに対し、半数以上の
人々が「Ｎｏ」と回答しています。どうすれば要介護に陥ることなく、健やかな老後をおくることができるのでしょう
か。講義では、介護予防の問題に深く関わる「認知症」や「サルコペニア」の基礎と、今すぐ始めることができる簡
単な予防法について解説をします。 
 

 

 

第 4 回 

10月21日 

（火） 

 

19:00 

～ 

20:30 

題目 
サッカーを中心とした子どものスポーツ指導の在り方 

～基本と自立～ 
講師 野地 照樹 

【内容】高知大学サッカー部の監督歴は 37 年目になる。その間、様々な経験を通して学生スポーツの理想を求
めてきた。私の指導理念のキーワードは、「基本、自立、個性、プライオリティ（優先順位）、フェアプレイ、コミュニ
ケーション」である。神経系の発達が著しい小学生の時期は、「ゴールデンエイジ」と呼ばれ、スキルを身につける
最適な時期といえる。特に少年スポーツ指導者は、多くのスポーツ（運動）経験とスポーツを通して子どもたちに、
「基本」を習得させ、さらに「自立」させるように指導することが大切である。 
「基本」と「自立」は、スポーツだけでなく「教育」においても、特に重要なキーワードと考える。 
 

 

 

 

第 5 回 

10月28日 

（火） 

 

19:00 

～ 

20:30 

題目 
地震のゆれは地盤・地質で決まる 

～南海地震を佐川で乗り切るには？～ 
講師 岡村 眞 

【内容】世界で最も規則的に発生してきた「南海地震」は、佐川町直下も震源域となり、強く長いゆれが発生する
ことがわかっている。これは佐川町直下の地下約 30km に地震を発生させる震源面があり、そこから真っすぐに強
いゆれがやってくるからである。大きな横揺れだけではなく、「直下」ならではの、強いたて揺れも覚悟しなければ
ならない。強いゆれは室戸岬沖の海底からやってくるのではない。町内では昭和 56 年 6 月以前の木造家屋の大
きな損傷が見込まれる。佐川町の岩盤上にある家は震度６強のゆれが予想される一方で、平野部の軟弱地盤上
ではそのゆれの 2.65 倍（震度７）が想定されている。佐川町では津波は来ないものの、津波で自宅を失った避難
民の受け入れ先となる可能性が大きい。この講義では佐川町民であっても、海岸部にある職場のケースもあり、
津波からの避難方法もあわせて考える。 

20:30～ 

 20:45 

 

閉  講  式 
（修了証書授与） 

 

  

 HISIX FM 高知 http://www.fmkochi.com/  

             

－ ご 案 内 － 

『 THE こうちユニバーシティ CLUB 』 
 
～毎週日曜日 休日の朝のひととき  

【 9 時半からの 25 分間 】ぜひお楽しみ下さい。～ 

 

“THE こうちユニバーシティ CLUB”では、 

学生、教職員、OB・OG、保護者、そして 

高知大学の絶大なるサポーターである地域の皆様 

それぞれの目線で、高知大学が行っている教育、 

研究、地域貢献、また未来を創造する人材の育成、 

地域の皆様方との触れ合いについてお伝えします。  

高知大学ラジオ番組 

高知大学地域連携推進センター、 

域学連携推進部門では、いろいろな学習の場を提供しています。 
なんでもお気軽にご相談下さい。 

お問合せ先：高知大学 地域連携推進センター 域学連携推進部門 

連絡先 ：TEL 088-844-8454／FAX 088-844-8556 

E-mail  ：kokaikoza@kochi-u.ac.jp 

HP URL ：http://www.kochi-u.ac.jp/~wwwlife/index.html HP：http://www.kochi-coc.jp/ 

佐川町立文化ｾﾝﾀｰ 

 

佐川町立文化ｾﾝﾀｰ 

佐川町立文化ｾﾝﾀｰ 

名教館 

地質館 


